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はじめに 

本
ほん

学園
がくえん

は、次
つぎ

の２つの学校像
がっこうぞう

の実現
じつげん

を目指
め ざ

しています。 

○“「困
こま

り感
かん

」や「生
い

きにくさ」を感
かん

じながらも何
なん

とか生
い

きていこうとする子
こ

どもたちを

受
う

け入
い

れ、仲間
なかま

と共
とも

に学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

る場
ば

を徹底
てってい

して保障
ほしょう

する学校
がっこう

” 

○“生徒
せいと

が「社会人
しゃかいじん

として必要
ひつよう

な基礎的
き そ て き

・基本的
きほんてき

な学力
がくりょく

」と「職 業 人
しょくぎょうじん

として必要
ひつよう

な

実践的
じっせんてき

・専門的
せんもんてき

な技能
ぎのう

」を身
み

に付
つ

け、入学
にゅうがく

時
じ

に想定
そうてい

されたよりも大
おお

きな成長
せいちょう

を遂
と

げて卒業
そつぎょう

する学校
がっこう

” 

日本
にほん

には、日本語
に ほ ん ご

を自由
じゆう

に使
つか

えず「困
こま

り感
かん

」や「生
い

きにくさ」を感
かん

じながらも一生懸命
いっしょうけんめい

に生
い

きている子
こ

どもたちがたくさんいます。三重県
み え け ん

では、公立
こうりつ

小中学校
しょうちゅうがっこう

における日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な外
がい

国籍
こくせき

の児童
じどう

生徒
せいと

の在籍率
ざいせきりつ

は全国
ぜんこく

第
だい

１位
い

（令和
れいわ

元年
がんねん

５月
がつ

１日
ついたち

現在
げんざい

）となっ

ています。そこで、本
ほん

学園
がくえん

は、「外国
がいこく

にルーツを持
も

ち、外国
がいこく

につながる日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

を必要
ひつよう

とする生徒
せいと

等
など

」を受
う

け入
い

れ、日本語
に ほ ん ご

の習 得
しゅうとく

と高等
こうとう

学校
がっこう

卒 業
そつぎょう

の両 方
りょうほう

を目指
め ざ

す「日本語
に ほ ん ご

コ―ス」を令和
れいわ

３（2021）年度
ねんど

に開設
かいせつ

しました。 

本
ほん

学園
がくえん

は、このように一貫性
いっかんせい

のある学校
がっこう

経営
けいえい

理念
りねん

と生徒
せいと

受入
うけいれ

方針
ほうしん

の下
もと

、“専門的
せんもんてき

・

本格的
ほんかくてき

な日本語
に ほ ん ご

教 育
きょういく

を受
う

けながら高等
こうとう

学校
がっこう

卒 業
そつぎょう

を目指
め ざ

すことができる三重
み え

県内
けんない

唯一
ゆいいつ

の学校
がっこう

”として、進化
しんか

を遂
と

げていこうと考
かんが

えています。 

 さあ、高等
こうとう

学校
がっこう

の学 習
がくしゅう

に必要
ひつよう

な「学
まな

ぶための日本語
に ほ ん ご

」と、卒 業
そつぎょう

後
ご

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

に必要
ひつよう

な「生
い

きるための日本語
に ほ ん ご

」を本
ほん

学園
がくえん

の「日本語
に ほ ん ご

コ―ス」でマスターし、自分
じぶん

の夢
ゆめ

と

希望
きぼう

に向
む

かって大
おお

きな一歩
いっぽ

を踏
ふ

み出
だ

しましょう！ 



Ⅰ 徳風
とくふう

って、どんな学校
がっこう

？ 
 

本
ほん

学園
がくえん

には、他
ほか

の学校
がっこう

にはあまり見
み

られない独自
どくじ

の仕組
し く

みや取組
とりくみ

がたくさんあります。私
わたし

たち

は、それらを“徳風
とくふう

スタイル”と呼
よ

んでいます。その一部
いちぶ

を次
つぎ

に紹
しょう

介
かい

します。 

“徳風
とくふう

スタイル” 

○ ホームルーム 

ホームルームは３０人
にん

を基本
きほん

としています。なお、日本語
にほんご

コースは２０人
にん

とします。 

○ 授業
じゅぎょう

 

授 業
じゅぎょう

は９時
じ

３０分
ぷん

に始
はじ

まり、１コマ４５分
ぷん

を基本
きほん

としています。 

○ 併
へい

修
しゅう

 

徳風
とくふう

技能
ぎのう

専門
せんもん

学校
がっこう

の授 業
じゅぎょう

（例
たと

えば日本語
にほんご

を学
まな

ぶ授 業
じゅぎょう

等
など

）を受
う

け、その単位
たんい

は徳風
とくふう

高等学校
こうとうがっこう

の単位
たんい

として認定
にんてい

されます。この高専併
こうせんへい

修
しゅう

という仕組
し く

みにより、両 校
りょうこう

の卒 業
そつぎょう

が可能
かのう

になります。 

○ 中間
ちゅうかん

試験
しけん

・期末
きまつ

試験
しけん

 

試験
しけん

期間
きかん

は５
いつ

日間
かかん

と長
なが

くし、一日
いちにち

に受
う

ける試験
しけん

を少
すく

なくしています。 

○ 補充
ほじゅう

授業
じゅぎょう

 

長期
ちょうき

入 院
にゅういん

や不登校
ふとうこう

等
など

のやむを得
え

ない理由
りゆう

で欠席
けっせき

が多
おお

くなり、単位
たんい

の認定
にんてい

が困難
こんなん

となった生徒
せいと

に

は、年度
ねんど

末
まつ

に通 常
つうじょう

の時間割
じかんわり

とは別
べつ

に特別
とくべつ

時間割
じかんわり

をつくり、不足
ふそく

する時間数
じかんすう

の補充
ほじゅう

授 業
じゅぎょう

を実施
じっし

して

います。 

○ スクールバス 

登
とう

下校
げこう

時
じ

は、学校
がっこう

と亀山駅
かめやまえき

の間
あいだ

を約
やく

５分間
ふんかん

で運行
うんこう

するスクールバスがあり、無料
むりょう

で利用
りよう

できる

ようにしています。 

○ 生徒寮
せいとりょう

 

遠方
えんぽう

の生徒
せいと

だけではなく、基本的
きほんてき

生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

に課題
かだい

を持
も

つ生徒
せいと

等
など

も入 寮
にゅうりょう

できます。 

なお、日本語
にほんご

コースの生徒
せいと

の入 寮
にゅうりょう

については、入 寮
にゅうりょう

希望
きぼう

生徒
せいと

の日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

を踏
ふ

まえつつ、他
ほか

の

寮生
りょうせい

と無理
む り

なく集団
しゅうだん

生活
せいかつ

を送
おく

ることができると認
みと

められる場合
ばあい

は、１年次
ねんじ

からの入 寮
にゅうりょう

も可能
かのう

とし

ています。 

 

 



Ⅱ 日本語
に ほ ん ご

コースって、どんなコース？ 
 

Ｑ：どんな人
ひと

のためのコースですか？ 

Ａ：日本語
に ほ ん ご

の力
ちから

が不足
ふそく

しているために、高校
こうこう

での学習
がくしゅう

に不安
ふあん

を感
かん

じている人
ひと

を積極的
せっきょくてき

に支援
しえん

す

るコースです。「日本語
に ほ ん ご

を自由
じゆう

に使
つか

えるようになりたい」、「高校
こうこう

を卒業
そつぎょう

して将来
しょうらい

も日本
にほん

で生
い

き

ていきたい」という人
ひと

、特
とく

に外国
がいこく

にルーツを持
も

ち、外国
がいこく

につながる人
ひと

や外国
がいこく

から帰国
きこく

した人
ひと

に

最適
さいてき

なコースです。 

Ｑ：どんな授 業
じゅぎょう

を受
う

け、どのように学
まな

んでいくのですか？ 

Ａ：「日本語
にほんご

を学
まな

ぶ授 業
じゅぎょう

」では、日本語
に ほ ん ご

の初級
しょきゅう

から上 級
じょうきゅう

まで学
まな

んでいきます。特
とく

に１年
ねん

次
じ

は、

日本語
に ほ ん ご

を学
まな

ぶ授業
じゅぎょう

を多
おお

くして集 中 的
しゅうちゅうてき

に学
まな

びます。進学
しんがく

を希望
きぼう

する人
ひと

は「日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

試験
しけん

（JLPT）」のＮ２以上
いじょう

の合格
ごうかく

、就 職
しゅうしょく

を希望
きぼう

する人
ひと

はＮ３以上
いじょう

の合格
ごうかく

をそれぞれ目指
め ざ

します。 

また、「日本語
に ほ ん ご

以外
いがい

の各科目
かくかもく

を学
まな

ぶ授業
じゅぎょう

」では、高校
こうこう

卒業
そつぎょう

に必要
ひつよう

な国語
こくご

、地理
ち り

歴史
れきし

、公民
こうみん

、

数学
すうがく

、理科
り か

、英語
えいご

等
など

の必修
ひっしゅう

科目
かもく

を中心
ちゅうしん

に、実習
じっしゅう

の多
おお

い科目
かもく

から教室
きょうしつ

で座
すわ

って学
まな

ぶ科目
かもく

へと

順
じゅん

に学
まな

んでいきます。 

なお、年次
ねんじ

が進
すす

むにつれて、「日本語
に ほ ん ご

を学
まな

ぶ授業
じゅぎょう

」は少
すく

なくなり、逆
ぎゃく

に「日本語
に ほ ん ご

以外
いがい

の各科目
かくかもく

を学
まな

ぶ授業
じゅぎょう

」は多
おお

くなります。 

カリキュラム全体
ぜんたい

のイメージ図
ず

 

１年
ねん

次
じ

 ２年
ねん

次
じ

 ３年
ねん

次
じ

 

 

日 本 語
に ほ ん ご

を 学
ま な

ぶ 授 業
じゅぎょう

 

初級
しょきゅう

（Ｎ５・４レベル）     中 級
ちゅうきゅう

（Ｎ４・３レベル）    上 級
じょうきゅう

（Ｎ３・２レベル） 

 

 

日本語
に ほ ん ご

以外
いがい

の各科目
かくかもく

を学
まな

ぶ授業
じゅぎょう

 

実習
じっしゅう

の多
おお

い科目
かもく

                        教室
きょうしつ

で座
すわ

って学
まな

ぶ科目
かもく

 

（備考
びこう

）「日本語
に ほ ん ご

を学
まな

ぶ授業
じゅぎょう

」も「日本語
に ほ ん ご

以外
いがい

の各科目
かくかもく

を学
まな

ぶ授業
じゅぎょう

」も授業
じゅぎょう

は全
すべ

て日本語
に ほ ん ご

で行
おこな

います。 

 

 



令和
れいわ

３年度
３ ね ん ど

日本語
に ほ ん ご

コース入学生
にゅうがくせい

の教育
きょういく

課程
かてい

（カリキュラム） 

教科
きょうか

 

科目
かもく

（単位数
たんいすう

） 

１年
ねん

次
じ

 ２年
ねん

次
じ

 ３年
ねん

次
じ

 計
けい

 

普通
ふつう

 

教科
きょうか

 

国語
こくご

  国語
こくご

総合
そうごう

（２） 国語
こくご

総合
そうごう

（２） ４ 

地理
ち り

歴史
れきし

 

 世界史
せ か い し

Ｂ（４）  ４ 

 地理
ち り

Ｂ（４）  ４ 

公民
こうみん

   現代
げんだい

社会
しゃかい

（２） ２ 

数学
すうがく

  数学
すうがく

Ⅰ（２） 数学
すうがく

Ⅰ（３） ５ 

理科
り か

  科学
かがく

と人間
にんげん

生活
せいかつ

（２） 生物
せいぶつ

基礎
き そ

（２） ４ 

保健
ほけん

体育
たいいく

 

体育
たいいく

（２） 体育
たいいく

（２） 体育
たいいく

（３） ７ 

 保健
ほけん

（１） 保健
ほけん

（１） ２ 

芸術
げいじゅつ

 音楽
おんがく

Ⅰ（２）  書道
しょどう

Ⅰ（２） ４ 

外国語
がいこくご

 コミュニケーション英語
えいご

Ⅰ（２） コミュニケーション英語
えいご

Ⅰ（２） 英語
えいご

表現
ひょうげん

Ⅰ（２） ６ 

家庭
かてい

  家庭
かてい

基礎
き そ

（２）  ２ 

情報
じょうほう

 社会
しゃかい

と情報
じょうほう

（２）  情報
じょうほう

の科学
かがく

（２） ４ 

総合
そうごう

（学
がく

） 

総合
そうごう

Ⅰ（学
がく

）（２） 総合
そうごう

Ⅱ（学
がく

）（２） 総合
そうごう

Ⅲ（学
がく

）（２） ６ 

総合
そうごう

Ⅳ（学
がく

）（１）   １ 

専門
せんもん

 

教科
きょうか

 

商 業
しょうぎょう

  情報
じょうほう

処理
しょり

（２）  ２ 

文化
ぶんか

・教 養
きょうよう

（学
がく

） 

  ライフスキル（学
がく

）（２） ２ 

日本語
に ほ ん ご

Ⅰ（学
がく

）（15） 日本語
に ほ ん ご

Ⅱ（学
がく

）（８） 日本語
に ほ ん ご

Ⅲ（学
がく

）（７） 30 

日本語
に ほ ん ご

活動
かつどう

（学
がく

）（１） 日本語
に ほ ん ご

活動
かつどう

（学
がく

）（１） 日本語
に ほ ん ご

活動
かつどう

（学
がく

）（１） ３ 

総合的
そうごうてき

な探究
たんきゅう

の時間
じかん

 ２ １ １ ４ 

単位数
たんいすう

の総
そう

計
けい

 29 35 32 96 

（備考
びこう

）専門
せんもん

教科
きょうか

に属する「情報
じょうほう

処理
しょり

」、「ライフスキル（学
がく

）」、「日本語
に ほ ん ご

Ⅰ（学
がく

）」等
など

の専門
せんもん

科目
かもく

は徳風
とくふう

技能
ぎのう

専門
せんもん

学校
がっこう

の科目
かもく

として学
まな

び、修得
しゅうとく

した科目
かもく

の単位
たんい

は、徳風
とくふう

高等学校
こうとうがっこう

の単位
たんい

としても認定
にんてい

されます。 



令和
れいわ

４年度
ねんど

日本語
に ほ ん ご

コース入学生
にゅうがくせい

の教育
きょういく

課程
かてい

（カリキュラム） 

教科
きょうか

 

科目
かもく

（単位数
たんいすう

） 

１年
ねん

次
じ

 ２年
ねん

次
じ

 ３年
ねん

次
じ

 計
けい

 

普通
ふつう

 

教科
きょうか

 

国語
こくご

  現代
げんだい

の国語
こくご

（２） 言語
げんご

文化
ぶんか

（２） ４ 

地理
ち り

歴史
れきし

  地理
ち り

総合
そうごう

（２） 歴史
れきし

総合
そうごう

（２） ４ 

公民
こうみん

  公共
こうきょう

（２）  ２ 

数学
すうがく

  数学
すうがく

Ⅰ（３） 数学
すうがく

Ⅰ（２） ５ 

理科
り か

  科学
かがく

と人間
にんげん

生活
せいかつ

（２） 生物
せいぶつ

基礎
き そ

（２） ４ 

保健
ほけん

体育
たいいく

 

体育
たいいく

（２） 体育
たいいく

（２） 体育
たいいく

（３） ７ 

 保健
ほけん

（１） 保健
ほけん

（１） ２ 

芸術
げいじゅつ

 音楽
おんがく

Ⅰ（２）  書道
しょどう

Ⅰ（４） ６ 

外国語
がいこくご

 英語
えいご

コミュニケーションⅠ（２） 英語
えいご

コミュニケーションⅠ（２） 論理
ろんり

・表現
ひょうげん

Ⅰ（２） ６ 

家庭
かてい

  家庭
かてい

基礎
き そ

（２）  ２ 

情報
じょうほう

 情報
じょうほう

Ⅰ（２） 情報
じょうほう

Ⅱ（２）  ４ 

総合
そうごう

（学
がく

） 

総合
そうごう

Ⅰ（学
がく

）（２） 総合
そうごう

Ⅱ（学
がく

）（２） 総合
そうごう

Ⅲ（学
がく

）（２） ６ 

総合
そうごう

Ⅳ（学
がく

）（２）   １ 

専門
せんもん

 

教科
きょうか

 

商 業
しょうぎょう

   情報
じょうほう

処理
しょり

（２） ２ 

文化
ぶんか

・教 養
きょうよう

（学
がく

） 

  ライフスキル（学
がく

）（２） ２ 

日本語
に ほ ん ご

Ⅰ（学
がく

）（15） 日本語
に ほ ん ご

Ⅱ（学
がく

）（８） 日本語
に ほ ん ご

Ⅲ（学
がく

）（７） 30 

日本語
に ほ ん ご

活動
かつどう

（学
がく

）（１） 日本語
に ほ ん ご

活動
かつどう

（学
がく

）（１） 日本語
に ほ ん ご

活動
かつどう

（学
がく

）（１） ３ 

総合的
そうごうてき

な探究
たんきゅう

の時間
じかん

 ２ ２ ２ ６ 

単位数
たんいすう

の総
そう

計
けい

 29 33 34 96 

（備考
びこう

）専門
せんもん

教科
きょうか

に属する「情報
じょうほう

処理
しょり

」、「ライフスキル（学
がく

）」、「日本語
に ほ ん ご

Ⅰ（学
がく

）」等
など

の専門
せんもん

科目
かもく

は徳風
とくふう

技能
ぎのう

専門
せんもん

学校
がっこう

の科目
かもく

として学
まな

び、修得
しゅうとく

した科目
かもく

の単位
たんい

は、徳風
とくふう

高等学校
こうとうがっこう

の単位
たんい

としても認定
にんてい

されます。 

 



Ⅲ 日本語
に ほ ん ご

コース募集
ぼしゅう

要項
ようこう

 
 

１．入 学
にゅうがく

定員
ていいん

・出 願
しゅつがん

資格
しかく

 

入 学
にゅうがく

定員
ていいん

 出 願
しゅつがん

資格
しかく

 

２０名
めい

 中 学 校
ちゅうがっこう

卒 業
そつぎょう

または卒 業
そつぎょう

見込
み こ

みの者
もの

 

２．募集枠
ぼしゅうわく

 

入試
にゅうし

区分
くぶん

 募集枠
ぼしゅうわく

 

推薦
すいせん

入試
にゅうし

（専
せん

願
がん

） 入 学
にゅうがく

定員
ていいん

の８割
わり

 

一般
いっぱん

入試
にゅうし

（併願
へいがん

） 推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

の合
ごう

格
かく

者
しゃ

数
すう

による。 

２次
じ

入試
にゅうし

（専
せん

願
がん

） 
推薦
すいせん

入試
にゅうし

・一
いっ

般
ぱん

入
にゅう

試
し

で入 学
にゅうがく

定員
ていいん

に満
み

たない場合
ばあい

に実施
じっし

しま

す。 

３．入試
にゅうし

区分
くぶん

・出 願
しゅつがん

要件
ようけん

・入試
にゅうし

方法
ほうほう

 

入試
にゅうし

区分
くぶん

 出 願
しゅつがん

要件
ようけん

 入試
にゅうし

方法
ほうほう

 

推薦
すいせん

入試
にゅうし

Ａ（専
せん

願
がん

） 

第
だい

３学年
がくねん

の評 定
ひょうてい

平均値
へいきんち

が 3.0以上
いじょう

で、人物
じんぶつ

に優
すぐ

れ、中 学
ちゅうがっ

校 長
こうちょう

が推薦
すいせん

する者
もの

 

○個人
こじん

面接
めんせつ

 

推薦
すいせん

入試
にゅうし

Ｂ（専
せん

願
がん

） 

第
だい

３学年
がくねん

の評 定
ひょうてい

平均値
へいきんち

が2.5以上
いじょう

3.0未満
みまん

で、

人物
じんぶつ

に優
すぐ

れ、中 学
ちゅうがっ

校 長
こうちょう

が推薦
すいせん

する者
もの

 

○個人
こじん

面接
めんせつ

 

推薦
すいせん

入試
にゅうし

Ｃ（専
せん

願
がん

） 入 学
にゅうがく

を強
つよ

く希望
きぼう

し、学 習
がくしゅう

意欲
いよく

の高
たか

い者
もの

 

○筆記
ひっき

試験
しけん

（１教科
きょうか

） 

国語
こくご

 

○個人
こじん

面接
めんせつ

 

一
いっ

般
ぱん

入
にゅう

試
し

（併
へい

願
がん

） 入
にゅう

学
がく

を希
き

望
ぼう

する者
もの

 

○筆記
ひっき

試験
しけん

（２教科
きょうか

） 

国語
こくご

、数学
すうがく

または英語
えいご

 

※数
すう

学
がく

、英
えい

語
ご

はマーク 

シート方
ほう

式
しき

。 

２次
じ

入試
にゅうし

（専
せん

願
がん

） 入 学
にゅうがく

を希望
きぼう

する者
もの

 

○筆記
ひっき

試験
しけん

（１教科
きょうか

） 

国語
こくご

 

○個人
こじん

面接
めんせつ

 



〇推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

について、特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

級
きゅう

在
ざい

籍
せき

等
とう

の理
り

由
ゆう

により全
ぜん

部
ぶ

または 一
いちぶ

部の 教
きょう

科
か

の第
だい

３学
がく

年
ねん

の 評
ひょう

定
てい

を 行
おこな

うことができない場
ば

合
あい

は、 入
にゅう

試
し

区
く

分
ぶん

は「推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

C」となります。 

〇次
つぎ

の(１)～(４)に留意
りゅうい

してください。 

(１) 日本語
にほんご

コースの出 願
しゅつがん

要件
ようけん

については、上記
じょうき

の出 願
しゅつがん

要件
ようけん

に加
くわ

え、次
つぎ

のア、イの両 方
りょうほう

を追加
ついか

の出 願
しゅつがん

要件
ようけん

とします。なお、外
がい

国籍
こくせき

を有
ゆう

する者
もの

及
およ

び海外
かいがい

から帰国
きこく

した者
もの

については、それぞれ入国後
にゅうこくご

・帰国後
きこくご

の在日
ざいにち

期間
きかん

は問
と

いません。 

ア 「日本語
にほんご

を系統的
けいとうてき

・総合的
そうごうてき

に学 習
がくしゅう

する必要
ひつよう

があり、日本語
にほんご

の実践的
じっせんてき

コミュニケーション能 力
のうりょく

の

向 上
こうじょう

を強
つよ

く希望
きぼう

する者
もの

」 

イ 「日本
にほん

国際
こくさい

教 育
きょういく

支援
しえん

協 会
きょうかい

・国際
こくさい

交 流
こうりゅう

基金
ききん

主催
しゅさい

の日本語
にほんご

能 力
のうりょく

試験
しけん

（JLPT）の「Ｎ５」若
も

しくは 

「Ｎ４」に合格
ごうかく

した者
もの

または同程度
どうていど

の日本語
にほんご

能 力
のうりょく

を有
ゆう

する者
もの

」（「Ｎ３」以上
いじょう

に合格
ごうかく

した者
もの

または

同程度
どうていど

の日本語
にほんご

能 力
のうりょく

を有
ゆう

する者
もの

は出 願
しゅつがん

できません。） 

(２) 日本語
にほんご

コースの各教科
かくきょうか

の筆記
ひっき

試験
しけん

は、問題
もんだい

用紙
ようし

等
など

の漢字
かんじ

に読
よ

みがな（ルビ）が付
つ

いています。 

(３) 日本語
にほんご

コースの国語
こくご

の筆記
ひっき

試験
しけん

は、日本語
にほんご

の能 力
のうりょく

をみる内容
ないよう

です。（日本語
にほんご

能 力
のうりょく

試験
しけん

（JLPT）の「Ｎ５」ま

たは「Ｎ４」に合格
ごうかく

した者
もの

を対象
たいしょう

とする国語
こくご

の筆記
ひっき

試験
しけん

の免除
めんじょ

はありません。） 

(４) 日本語
にほんご

コースの個人
こじん

面接
めんせつ

は日本語
にほんご

で行
おこな

います。 

 

４．出 願
しゅつがん

期間
きかん

・試験
しけん

日
び

・合格
ごうかく

発 表
はっぴょう

日
び

 

入試
にゅうし

区分
くぶん

 出 願
しゅつがん

期間
きかん

・受付
うけつけ

時間
じかん

 試験
しけん

日
び

 合格
ごうかく

発 表
はっぴょう

日
び

 

推薦
すいせん

入試
にゅうし

 

１月
がつ

１０日
にち

(火
か

曜
よう

日
び

)～ 

１３日
にち

(金
きん

曜
よう

日
び

)９時
じ

～１６時
じ

 

１月
がつ

２１日
にち

 

(土
ど

曜
よう

日
び

) 

１月
がつ

２７日
にち

 

(金
きん

曜
よう

日
び

) 

一
いっ

般
ぱん

入
にゅう

試
し

 

１月
がつ

１７日
にち

(火
か

曜
よう

日
び

)～ 

２０日
にち

(金
きん

曜
よう

日
び

)９時
じ

～１６時
じ

 

１月
がつ

２７日
にち

 

(金
きん

曜
よう

日
び

) 

２月
がつ

 ３日
にち

 

(金
きん

曜
よう

日
び

) 

２次
じ

入試
にゅうし

 

入 学
にゅうがく

定員
ていいん

に満
み

たない場合
ばあい

に３月
がつ

中
ちゅう

に実施
じっし

する予定
よてい

です。詳 細
しょうさい

は、２月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

まで

に公 表
こうひょう

予定
よてい

の「令和
れいわ

５年度
ねんど

生徒
せいと

募集
ぼしゅう

要項
ようこう

（２次
じ

入試
にゅうし

）」でお知
し

らせします。 

〇 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の担
たん

当
とう

者
しゃ

は、「 入
にゅう

学
がく

相
そう

談
だん

」を、面
めん

談
だん

または電
でん

話
わ

で、出
しゅつ

願
がん

期
き

間
かん

の前
ぜん

日
じつ

までのできるだけ早
はや

い時
じ

期
き

に 必
かなら

ず受
う

けてください。 



〇受
じゅ

験
けん

に際
さい

して特
とく

別
べつ

な配
はい

慮
りょ

を要
よう

する場
ば

合
あい

は、事
じ

前
ぜん

連
れん

絡
らく

の上
うえ

、 出
しゅつ

願
がん

期
き

間
かん

の前
ぜん

日
じつ

までのできるだけ早
はや

い  

時期
じ き

に、必
ひつ

要
よう

な配
はい

慮
りょ

の具
ぐ

体
たい

的
てき

内
ない

容
よう

がわかる文
ぶん

書
しょ

（様
よう

式
しき

自
じ

由
ゆう

）を校
こう

長
ちょう

名
めい

で作
さく

成
せい

・提
てい

出
しゅつ

してください。 

〇合
ごう

格
かく

発
はっ

表
ぴょう

は、受
じゅ

験
けん

者
しゃ

及
およ

び 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

あてに、郵
ゆう

送
そう

にて文
ぶん

書
しょ

で通
つう

知
ち

します。 

 

５．出 願
しゅつがん

手続
てつづ

き 

（１）次
つぎ

の書類
しょるい

を提 出
ていしゅつ

してください。 

入
にゅう

試
し

区
く

分
ぶん

 出
しゅつ

願
がん

書
しょ

類
るい

 納
のう

入
にゅう

金
きん

 

推薦
すいせん

入試
にゅうし

 

➀「入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

」      ②「調
ちょう

査
さ

書
しょ

」 

③「推
すい

薦
せん

書
しょ

」（推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

Ａで受
じゅ

験
けん

の場
ば

合
あい

）、「志
し

望
ぼう

理
り

由
ゆう

書
しょ

」（推薦
すいせん

入試
にゅうし

Ｂで受

じゅ

験

けん

の場

ば

合

あい

）、「自

じ

己

こ

推

すい

薦

せん

書

しょ

」（推

すい

薦

せん

入

にゅう

試

し

Ｃで受

じゅ

験

けん

の場

ば

合

あい

） 

④合
ごう

否
ひ

通
つう

知
ち

用
よう

封
ふう

筒
とう

（住
じゅう

所
しょ

･
・

受
じゅ

験
けん

者
しゃ

名
めい

を明
めい

記
き

し、500円
えん

分
ぶん

の切
きっ

手
て

を貼
ちょう

付
ふ

した封
ふう

筒
とう

） 

⑤「在 留
ざいりゅう

カード」の写
うつ

し（中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を過
か

年
ねん

度
ど

に卒
そつ

業
ぎょう

した日本
にほん

語
ご

コース

出 願 者
しゅつがんしゃ

のみ。） 

 

15,000円
えん

 

(受
じゅ

験
けん

料
りょう

) 

一
いっ

般
ぱん

入
にゅう

試
し

 

①「入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

」、②「調
ちょう

査
さ

書
しょ

」、③合
ごう

否
ひ

通
つう

知
ち

用
よう

封
ふう

筒
とう

（上
じょう

記
き

④と同
おな

じ。）

④「在
ざい

留
りゅう

カード」の写
うつ

し（上
じょう

記
き

⑤と同
おな

じ。） 

 

 

（２）受験料
じゅけんりょう

15,000円
えん

を、下記
か き

の銀行
ぎんこう

口座
こうざ

に振込
ふりこみ

で納 入
のうにゅう

してください。 

ガク）ミエトクフウガクエン 

三十三銀行 亀山中央支店 （普通）７４４２４５ 学校法人 三重徳風学園 

 

（３）その他
た

 

ア 振込金
ふりこみきん

受領書
じゅりょうしょ

のコピーまたは振込
ふりこみ

証明書
しょうめいしょ

を、出 願
しゅつがん

書類
しょるい

とともに提 出
ていしゅつ

してください。 

イ 受験料
じゅけんりょう

の納 入
のうにゅう

期間
きかん

は、出 願
しゅつがん

期間
きかん

初日
しょにち

の１ヵ月前
げつまえ

から出 願
しゅつがん

期間
きかん

最終日
さいしゅうび

までです。 

ウ 出 願
しゅつがん

書類
しょるい

を郵送
ゆうそう

する場合
ばあい

は、「入学
にゅうがく

願書
がんしょ

在中
ざいちゅう

」と朱書
しゅが

きした封筒
ふうとう

（各自
かくじ

準備
じゅんび

）に受験票
じゅけんひょう

の郵送用
ゆうそうよう

封筒
ふうとう

（送付先
そうふさき

中学校
ちゅうがっこう

等
など

の住所
じゅうしょ

明記
めいき

。440円分
えんぶん

の切手
きって

貼付
ちょうふ

。）を同封
どうふう

し、簡易
かんい

書留
かきとめ

で送
そう

付
ふ

してください。 

エ 受理
じゅり

した書類
しょるい

及
およ

び納 入
のうにゅう

していただいた受験料
じゅけんりょう

は、理由
りゆう

の如
い

何
かん

を問
と

わず返還
へんかん

できませんので御了承
ごりょうしょう

ください。 

 



６．合格
ごうかく

手続
てつづ

き（入 学
にゅうがく

金
きん

納 入
のうにゅう

） 

（１）合格
ごうかく

手続
てつづ

きとして、下記
か き

の期間内
きかんない

に、入 学
にゅうがく

金
きん

45,000円
えん

を納 入
のうにゅう

してください。 

入試
にゅうし

区分
くぶん

 納 入
のうにゅう

期間
きかん

 納 入
のうにゅう

金
きん

 

推薦
すいせん

入試
にゅうし

合格者
ごうかくしゃ

 １月
がつ

２７日
にち

（金曜日
きんようび

）～２月
がつ

３日
か

(金曜日
きんようび

) 

45,000円
えん

（入 学
にゅうがく

金
きん

） 

一
いっ

般
ぱん

入
にゅう

試
し

合
ごう

格
かく

者
しゃ

 ２月
がつ

３日
か

（金曜日
きんようび

）～２月
がつ

１０日
か

(金曜日
きんようび

) 

（２）その他
た

 

ア 手続
てつづ

き方法
ほうほう

の詳 細
しょうさい

は、合格
ごうかく

発 表
はっぴょう

時
じ

にお知
し

らせします。 

イ 期間内
きかんない

の納 入
のうにゅう

が確認
かくにん

できない場合
ばあい

は、入 学
にゅうがく

辞退
じたい

とみなします。 

ウ 納 入
のうにゅう

していただいた入 学
にゅうがく

金
きん

は、理由
りゆう

の如
い

何
かん

を問
と

わず返還
へんかん

できませんので御了承
ごりょうしょう

ください。 

 

７．入学
にゅうがく

手続
てつづ

き(施設
しせつ

設備費
せ つ び ひ

納入
のうにゅう

) 

（１）入学
にゅうがく

手続
てつづ

きとして、下記
か き

の期日
きじつ

までに、1年
ねん

次
じ

の施設
しせつ

設備費
せ つ び ひ

180,000円
えん

（年額
ねんがく

）を納入
のうにゅう

してください。 

入試
にゅうし

区分
くぶん

 納 入
のうにゅう

期日
きじつ

 納 入
のうにゅう

金
きん

 

推薦
すいせん

入試
にゅうし

合格者
ごうかくしゃ

 ２月
がつ

１０日
か

 (金曜日
きんようび

) 

180,000円
えん

（施設
しせつ

設備費
せつびひ

） 

一
いっ

般
ぱん

入
にゅう

試
し

合
ごう

格
かく

 ３月
がつ

１７日
にち

 (金曜日
きんようび

) 

（２）２・３年
ねん

次
じ

の施設
しせつ

設備費
せつびひ

は年額
ねんがく

84,000円
えん

で、３期
き

（４月
がつ

・８月
がつ

・１２月
がつ

）に分
わ

けて納 入
のうにゅう

していただきます。 

 

８．授 業 料
じゅぎょうりょう

等
とう

 

種別
しゅべつ

 月額
げつがく

 備考
びこう

 

授 業 料
じゅぎょうりょう

 

32,500円
えん

 

（年額
ねんがく

390,000円
えん

） 

国
くに

の高等
こうとう

学校
がっこう

等
など

就 学
しゅうがく

支援
しえん

金
きん

制度
せいど

により、授 業 料
じゅぎょうりょう

の

全部
ぜんぶ

または一部
いちぶ

が減額
げんがく

になることがあります。【 注
ちゅう

】 

〇 授業料
じゅぎょうりょう

以外
いがい

に、月額
げつがく

で教育
きょういく

充実費
じゅうじつひ

13,500円
えん

（２・３年
ねん

次
じ

は14,500円
えん

）、学年
がくねん

諸費
しょひ

約
やく

3,000円
えん

～約
やく

4,000

円
えん

及
およ

び修学
しゅうがく

旅行
りょこう

積立
つみたて

金
きん

6,500円
えん

（１年
ねん

次
じ

５月
がつ

から２年
ねん

次
じ

10月
がつ

まで）の納入
のうにゅう

が必要
ひつよう

です。 

〇 入学
にゅうがく

時
じ

に、制服
せいふく

・体操服
たいそうふく

・上履
うわば

き・体育館
たいいくかん

シュ－ズ・柔道
じゅうどう

着
ぎ

（男子
だんし

のみ）の購入費
こうにゅうひ

及
およ

び教科書
きょうかしょ

･
・

副教材
ふくきょうざい

等
とう

の購入費
こうにゅうひ

の一括
いっかつ

納入
のうにゅう

が必要
ひつよう

です。その合計
ごうけい

額
がく

は約
やく

110,000円
えん

です。 

 

 



【注
ちゅう

】保護者
ほ ご し ゃ

等
など

の所得
しょとく

について、次
つぎ

の計
けい

算式
さんしき

による算出
さんしゅつ

額
がく

に応
おう

じて、以下
い か

のとおり授業料
じゅぎょうりょう

が減額
げんがく

されます。 

＜計
けい

算式
さんしき

＞：（市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

の課税
かぜい

標 準
ひょうじゅん

額
がく

×６％）－（市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

の調整
ちょうせい

控除
こうじょ

の額
がく

） 

    154,500円
えん

＞算出
さんしゅつ

額
がく

・・・・・・・・・授業料
じゅぎょうりょう

の全部
ぜんぶ

を減額
げんがく

（年額
ねんがく

390,000円
えん

支給
しきゅう

） 

    154,500円
えん

≦算出
さんしゅつ

額
がく

＜304,200円
えん

・・・授業料
じゅぎょうりょう

の一部
いちぶ

を減額
げんがく

（年額
ねんがく

118,800円
えん

支給
しきゅう

） 

304,200円
えん

≦算出
さんしゅつ

額
がく

・・・・・・・・・授業料
じゅぎょうりょう

の減額
げんがく

なし。 

 

９．寮費
りょうひ

 

種別
しゅべつ

 月額
げつがく

 備考
びこう

 

寮費
りょうひ

 

30,000円
えん

 

（年額
ねんがく

360,000円
えん

） 

水道
すいどう

光熱費
こうねつひ

を含
ふく

みます。年額
ねんがく

360,000円
えん

を

３期
き

(４･８･12月
がつ

)に分
わ

けて納 入
のうにゅう

。 

食費
しょくひ

 約
やく

28,000円
えん

 

食 材
しょくざい

等
とう

の高騰
こうとう

等
など

により変動
へんどう

がありま

す。８月
がつ

は閉 寮
へいりょう

のため納 入
のうにゅう

不要
ふよう

。 

〇 入 寮
にゅうりょう

時
じ

の納入
のうにゅう

金
きん

は、入寮費
にゅうりょうひ

160,000円
えん

と寮費
りょうひ

１期分
きぶん

120,000円
えん

の合
ごう

計
けい

280,000円
えん

となります。入学
にゅうがく

手続
てつづ

き(施設
しせつ

整備費
せ い び ひ

納入
のうにゅう

)と同
おな

じ期日
きじつ

までに納入
のうにゅう

してください。 

 

10．奨学
しょうがく

金
きん

 

各県
かくけん

高等学校
こうとうがっこう

等
など

修学
しゅうがく

奨学
しょうがく

金
きん

、阿部
あ べ

育英
いくえい

基金
ききん

及
およ

び三重
み え

徳風
とくふう

学園
がくえん

奨学
しょうがく

金
きん

があります。いずれも学業
がくぎょう

成績
せいせき

等
など

所定
しょてい

の条件
じょうけん

を満
み

たす場合
ばあい

は申請
しんせい

可能
かのう

です。なお、三重
み え

徳風
とくふう

学園
がくえん

奨学
しょうがく

金
きん

は、他
た

の奨学
しょうがく

金
きん

の補完
ほかん

を目的
もくてき

とし、他
た

の奨学
しょうがく

金
きん

を受給
じゅきゅう

してもなお経済的
けいざいてき

理由
りゆう

で修学
しゅうがく

が困難
こんなん

な場合
ばあい

に申請
しんせい

可能
かのう

としています。 

また、 奨
しょう

学
がく

金
きん

制
せい

度
ど

とは別
べつ

に、新
あら

たに 奨
しょう

励
れい

金
きん

制
せい

度
ど

「三
み

重
え

徳
とく

風
ふう

学
がく

園
えん

奨
しょう

励
れい

金
きん

制
せい

度
ど

（エンカレッジ制
せい

度
ど

）」

を創
そう

設
せつ

しました。申
しん

請
せい

手
て

続
つづ

き等
など

は 入
にゅう

学
がく

後
ご

に 行
おこな

うこととしています。 

 

 


